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会議録 

会議の名称 西東京市介護保険運営協議会第 4 回会議録 

開催日時 平成 26 年 4 月 24 日（木曜日） 午後 1 時から 2 時 50 分まで 

開催場所 田無庁舎 3 階庁議室 

出席者 

委員：市川委員長、須加副委員長、安倍委員、荒井委員、石井委員、伊藤委

員、梅田委員、海老澤委員、椛島委員、北澤委員、小林委員、指田委員、清

水委員、高岡委員、髙橋委員、吉岡委員 
事務局：福祉部長、市民部参与、高齢者支援課長、介護保険担当課長、以下

8 名 

議題 1 第 3 回会議録の確認 
2 アンケート調査結果報告 
3 その他 

会議資料の

名称 
事前配付資料 
西東京市介護保険運営協議会第 3 回会議録 
資料 1 高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画（第 6 期）策定のための 
アンケート調査報告書（概要版） 

資料 2 西東京市介護従事者処遇状況等に関する調査結果（平成 26 年 1 月）

 
当日配付資料 
資料 3 介護保険運営協議会 検討スケジュール・テーマ 
高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画（第 6 期）策定のためのアンケート

調査報告書 
介護保険運営協議会と高齢者保健福祉計画検討会のすみわけ 

記録方法 □全文記録 □発言者の発言内容ごとの要点記録 ■会議内容の要点記録 
会議内容 
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議題 1 第 3 回会議録の確認について 
○市川委員長： 
第 3 回会議録の確認について、内容の修正・変更はあるか。 

（意見なし） 
修正・変更なしということで承認いただいた。 
 
○事務局： 
市のホームページ及び情報公開コーナー等における公開手続きを行う。 

 
議題 2 アンケート調査結果報告 
○市川委員長： 
 アンケート調査結果報告について、事務局から説明をお願いする。 
 
○事務局： 
 アンケート調査結果について報告する。 
（資料 1 高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画（第 6 期）策定のためのアンケート調

査報告書（概要版）について説明） 
 
○委員： 
 介護保険居宅サービス利用者調査で、「定期巡回・随時対応型訪問介護看護」「複合型サ

ービス」を利用したいかという項目（163 ページ）があるが、「わからない」との回答が約

半数を占めている。これは、「どのようなサービスかわからない」と「利用したいかどうか

わからない」という 2 つの意味合いで回答された可能性がある。事務局の説明では「定期

巡回・随時対応型訪問介護看護」の利用意向者が 18．8 パーセントということだったが、

サービス内容がわかれば利用したいという人はもう少しいるかもしれない。 
また、介護保険施設サービス利用者調査について、この調査は対象 500 人のうち 227 人

の回答である。入所施設の種類（188 ページ）は特別養護老人ホームが多いとの説明であ

ったが、調査対象の内訳としてこのような回答になったという意味であろう。市民の利用

者の中で特別養護老人ホームの利用者が 29.1 パーセントとなるわけではない。これ以降の

項目についても、調査対象者ではこのような結果になるということであって、表現の仕方

が気になった。 
 
○委員長： 
 特別養護老人ホームの利用者数や入所期間等は数値上すぐに出せるであろうから、今後

測る必要があるという認識を持ち、調査結果は調査結果として出せばよい。新しいサービ

スについてはどうか。 
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○事務局： 
新しいサービスに関する調査にあたっては、簡単なサービス内容の説明としたため、委

員の指摘のとおり、調査票の文言だけではわからない人もいただろう。 
 
○委員長： 
 そのような意味では、この数字が独り歩きしないようにする必要がある。 
 
○委員： 
 市民を対象とする調査であれば回収率が上がらないのはわかるが、事業者対象の調査の

回収率が低いように感じる。何か理由はあるのか。 
 
○事務局： 
 今回は、150 事業者に配布し 90 通の回収であった（回収率は 6 割）。前回調査時は、150
事業所に配布し 98 通の回収であった。調査票が議題にあがった介護保険運営協議会で周

知方法について指摘をいただいたところであり、2 月に開催した介護保険連絡協議会（事

業者の全体会議）では調査の重要性を伝えるとともに協力依頼を行ったが、回収状況は 6
割程度にとどまったという状況である。 
 
○委員長： 
どの事業者が回答したかはわかるのか。 

 
○事務局： 
 無記名式のため、事業者名まではわからない。 
 
○委員長： 
 事業者調査については、今後の対応を考えた方がよいかもしれない。 
 今後、この調査結果が政策の根拠になりうるかについては、精査が必要になる。どのよ

うな理由に基づいて、調査結果をどのように政策に活かしていくかは、先ほどの意見も含

めて議論をしておく方がよい。 
 
○事務局： 
 続いて、平成 24 年度の介護報酬改定後の介護従事者の処遇状況等に関して、事業所に

対して行った調査結果を説明する。 
（資料 2 西東京市介護従事者処遇状況等に関する調査結果（平成 26 年 1 月）について説

明） 
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○委員： 
地域区分の見直しで売上げが増えたとの説明があったが、9 ページに地域区分の見直し

で売上げが減ったという事業所もある。これはどのような意味なのか。 
 
○事務局： 
 回答数が 1 事業所であり、詳しい原因ははっきりとはわからない。 
 
○委員長： 
 必要のある議論かどうか内部で検討し、必要があるということであれば説明してほしい。

 
その他 
○事務局： 
 次回会議は、5 月 22 日（木曜日）に開催する。第 6 回以降の開催日程は、再度調整を行

う。 
 

 


